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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、宇宙において核子や電子など通常の粒子が持つエネルギーの数倍の存在が間接的

に観測されている、暗黒物質を構成する粒子の衝突を、直接観測することを目指している。そ

のために、800 kgの液体Xeを、シンチレーション光を放つ標的としている。 

暗黒物質直接探索は世界的にも競争が熾烈で、その中でもXENON100実験と、このXMASS

実験の感度が最も優れていると考えられる。測定器の建設は、Xe容器や低放射線バックグラウ

ンドの光電子増倍管など順調に進んでいる。また、Xeに混入するラドンなど、環境バックグラ

ウンドの除去、即ちXeの純化も進んでいる。 

当初目標に向けて順調に進展しており、世界一の感度を目指し、あわよくば暗黒物質の衝突

を発見してほしい。 

 

【平成２４年度 検証結果】 

検証結果 本研究は、宇宙の暗黒物質を世界最高感度で探索することを目的としている。

中心となる 800kg の液体キセノンのシンチレーション検出器を完成し、研究期間

中にデータ取得を開始したことは評価できる。測定感度を高めるにはバックグラ

ウンドの低減が鍵となるが、純化装置によるクリプトンやラドンなどの除去はほ

ぼ目標を達成し、また、校正用放射線源を用いた検出器のレスポンスもシミュレ

ーションとよく一致しているなど、検出器の理解も進んでいる。 

しかし、最初の測定では、光電子増倍管周りの材料に起因すると考えられる予

想を超えたバックグラウンドがあるということであり、速やかに対策を講じて世

界最高感度での暗黒物質探索を遂行してほしい。 

Ａ 

 

 


